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防災とボランティアのつどい防災とボランティアのつどい
国連防災世界会議 in 仙台

2015年3⽉15⽇(⽇)

河⽥ のどか河⽥ のどか

特定⾮営利活動法⼈さくらネットとは？特定⾮営利活動法⼈さくらネットとは？
【さくらネットのご紹介（平成20年設⽴）】
防災・減災教育、災害にも強い福祉コミュニティづくり、協働による市⺠防災 減災教育、災害にも強い福祉コミュニティづくり、協働による市⺠
社会づくりに取り組むNPO法⼈です。

防災・減災 災害時 被災地

以上の３点を柱に活動をしています

防災 減災
教育

災害時
要援護者⽀援

被災地
復興⽀援活動

以上の３点を柱に活動をしています。

【防災・減災教育推進課のご紹介】

考える⼒
⽣き抜く⼒

判断

⼦どもたちと共に育む防災・減災教育を促進しています。

考える⼒ 判断する⼒
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⼦どもたちと共に育む防災 減災教育を促進しています。
HP：http://www.npo-sakura.net/



個⼈の⾃⼰紹介
◆阪神・淡路⼤震災を７歳(⼩学1年⽣)で体験

個⼈の⾃⼰紹介

◆兵庫県⽴舞⼦⾼等学校 環境防災科 ２期卒業⽣
◆神⼾学院⼤学 防災・社会貢献ユニットに進学◆神⼾学院⼤学 防災 社会貢献ユニットに進学

ゼミで防災教育を専攻し、教材開発に取り組む
⼤学時代に⽴ち上げた団体でのボランティア活動ー⼤学時代に⽴ち上げた団体でのボランティア活動
・ネパールでの防災教育活動
幼稚 保育⼠ 指 学 対象 防災教育・幼稚園、保育⼠を⽬指す学⽣を対象とした防災教育

・神⼾の復興住宅への訪問活動
◆2010年よりNPO法⼈さくらネットの職員となる

・⼦ども向け防災教育の実践、防災教育若者リーダー養成
・東⽇本⼤震災学⽣ボランティアバス運⾏ 等
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防災 減災教育推進課の27年度の取り組み◆防災・減災教育推進課の27年度の取り組み◆
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１ KOBE“ひとぼう”で学ぼう!!①１．KOBE ひとぼう で学ぼう!!①
〜兵庫県企画県⺠部防災企画局防災企画課委託事業〜

平常時から、⼦どもたちが災害時に⽣命を守る⼒や、
リスクを超えていく⼒をつけることを⽀援するため、
①防災教育推進者(教職員・PTA・⾃主防災組織員)の
スキルアップスキルアップ

②参加者(児童・⽣徒)への啓発
を⽬指しながら、
⼈と防災未来センターの⾒学と合わせ、
学校や地域の状況に応じた防災教育体験プログラムの
提供をしています提供をしています。
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１ KOBE“ひとぼう”で学ぼう!!②
◆体験プログラム例

１．KOBE ひとぼう で学ぼう!!②
〜兵庫県企画県⺠部防災企画局防災企画課委託事業〜

◆体験プログラム例
震災体験談 避難所

防災・減災
○×クイズ震災体験談 避難所

寝てみる体験
地域のハザードマップを地域のハザ ドマップを

⾒てみよう
災害時に

役⽴つ⼯作体験

全国の⼩中学⽣の

⾮常持ち出し袋を
考えよう

役⽴つ⼯作体験

災害・避難

全国の⼩中学⽣の
防災の取り組み紹介

シミュレーションゲーム
5



震災体験談 災害時に
役⽴つ⼯作体験役⽴つ⼯作体験

⾮常持ち出 袋を 災害 避難⾮常持ち出し袋を
考えよう

災害・避難
シミュレーションゲーム
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１ KOBE“ひとぼう”で学ぼう!!③
◆学校や地域の状況に応じた防災教育体験プログラム提供

１．KOBE ひとぼう で学ぼう!!③
〜兵庫県企画県⺠部防災企画局防災企画課委託事業〜

◆学校や地域の状況に応じた防災教育体験プログラム提供
◆教職員だけでなく、PTAや保護者、地域の⾃主防災
組織の⽅等にもご参加いただけるよう呼びかけ組織の⽅等にもご参加いただけるよう呼びかけ

◆学校に戻ったり、家に帰ったりしてからも取り組める
アイデアや資料など おみやげの提供アイデアや資料など、おみやげの提供

KOBE“ひとぼう”で学ぼう!!への参加をきっかけにKOBE ひとぼう で学ぼう!!への参加をきっかけに、
学校・家庭・地域での防災活動の第⼀歩として頂きたい

継続的な防災の取り組みの実践 継続へ継続的な防災の取り組みの実践・継続へ
7



8

２．ぼうさい甲⼦園②
【対象部門】①小学生 ②中学生 ③高校生 ④大学生

自主防災組織・NPO等からも各部門に応募可自主防災組織・NPO等からも各部門に応募可

【対象活動】日常の備えとなる学校や地域での取り組み

【対象期間】平成24年10月1日 平成26年3月31日【対象期間】平成24年10月1日～平成26年3月31日

(平成25年度参考)

【選考基準】地域性 独創性 自主性 継続性
【賞】【賞】

１．ぼうさい大賞・・・各部門１点

２．グランプリ・・・・ぼうさい大賞の中から１点

３．優秀賞・奨励賞・・各部門１～数点

４．特別賞・・・・・・数点
9



２．ぼうさい甲⼦園(応募校数累計)③
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平成24年度受賞校 平成25年度受賞校
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2 ぼうさい甲⼦園④
・ぼうさい甲⼦園10周年記念事業を実施

2．ぼうさい甲⼦園④

①歴代受賞校の合宿
・⽇時：2014年11⽉1－2⽇
・対象：歴代の受賞校の担当教諭、卒業⽣
②ぼうさい甲⼦園10周年記念フォーラム
・⽇時：2014年11⽉3⽇
・対象：誰でも参加可

＊合宿では、防災教育の実践内容、実施の課題・⼯夫の共有、
若者 未来 向 「ぼ 未来宣 作成 ⾏若者による未来へ向けた、「ぼうさい未来宣⾔」の作成を⾏った

＊フォーラムでは、防災教育の可能性、防災教育が⼦どもたちにあたえ
た影響、防災教育を受けた⼦ども達⾃⾝の変化などを発信した
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防災未来宣言

阪神・淡路⼤震災から20年を迎えます。⽇本はその後も様々な災害
を経験し、多くの尊い⽣命を失いました。 ⼈々が受けた苦しみやさ
みしさ 現地にある真実 地域ごとに語り継ぐことの⼤切さ それらみしさ、現地にある真実、地域ごとに語り継ぐことの⼤切さ、それら
を共有し、広めていくため、私たちは、1.17防災未来賞「ぼうさい甲
⼦園」を通してつながりを発信してきました。その中で東⽇本⼤震災
がおこり、私たちは、さらに⼈とつながることのありがたさを改めて
感じることができました。ここで私たちは未来にむけて宣⾔します。
１．あたたかいご飯、ゆっくり眠れる家に感謝し“あたりまえ”を大切にします

２．自分事として災害の事実と向き合い、伝えます。

３．人、仲間、地域、社会、そして自然

かけがえのないものとつながり、深めていきます

４．生きる意味を考え、自ら判断する力を育み、共に動き続けます。

５．もしもの時も「絶対に生きる」強い意志を持ち、 “いのち”を守り抜きます

６．自分のいのち、仲間のいのち、家族のいのちを大切にする防災活動を広げます

2014年11月3日 1.17防災未来賞「ぼうさい甲子園」同窓生一同 13



３．防災教育推進の取り組み(例)
１．⼦ども防災意識啓発事業の実施

３．防災教育推進の取り組み(例)

・⼦ども防災EXPOの企画・運営
(災害時お役⽴ちグッズの⼯作体験、防災クイズ、
⾮常⾷体験、応急⼿当の⽅法 等)

・防災講演会の実施(主に⼩中学⽣対象)( )

２．防災教育・防災活動に取り組む⼦ども達の応援
宮城県⼥川中学校卒業⽣のいのちの教科書づくり⽀援・宮城県⼥川中学校卒業⽣のいのちの教科書づくり⽀援

・防災教育交流会の企画・運営 等

３．防災啓発ツールの企画・開発、貸出 等
・⼦ども防災啓発リーフレット、防災パネルクイズ
・防災展⽰パネル(地震・)
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宝もの

いのち防災とボランティアのつどい

つながり

防災とボランティアのつどい
〜学 る、つながる、み なで える〜

つながり

うけいれる
（よりそい）

2



3

ボランティア派遣

社会 議会 び⾏ 、 ⽀援団体への ⼒
き出し、 、 出し、 、⼦ども⽀援、イ ント、 し作業等

は2011年7⽉2 ⽇から「お っこ ロン」 社会 議会への ⼒

ボランティア派遣

は2011年7⽉2 ⽇から「お っこ ロン」 社会 議会への ⼒
を や 会 にて開

カリタス釜石独自のボランティア

かい住⺠のニーズに対応 災者に ら 対応
、 出し、 出し、 き出し、 ⽇

⾏ を超えて⼤ や ⾼⽥ にまで活動は だ

カリタス釜石独自のボランティア

⾏ を超えて⼤ や ⾼⽥ にまで活動は だ。
の ⺠活動の を ート 第 、教会 ールの貸出、こどもの び

提供等

国 地から せら た 援 資を誰にでも 料
に 資 ー ーから ー ーへと り わり 誰でも⾃ に ることが

教会ホールの開放

に 資 から へと り わり、誰でも⾃ に ることが
できるフリース ース「 りあ」が ⽣
ボランティア活動 は

4

2013年3⽉1 ⽇法⼈ ⽴2013年3⽉1 ⽇法⼈ ⽴
⽬

この法⼈はキリスト教 の 神に づき、東⽇本⼤震災によって 災した⼈ に り い、⾃
⽴を し ⽴ 化の防 に める また⼥性や⼦ども等 い⽴ に か た⼈ の⽴を し、 ⽴ 化の防 に める。また⼥性や⼦ども等、 い⽴ に か た⼈ の
護のための事業に取り組む。こ らの活動を して、⼀⼈ひとりが さ る しい社会を⽬指し、

しい の「 づくり」に貢献することを の⽬ とする。

リタス がこ まで⾏ってきた活動の
東⽇本⼤震災によって 災した⼈ に り い、 ⽴化の防 に める。

被災地復興支援事業

東⽇本⼤震災によって 災した⼈ に り い、 ⽴化の防 に める。

住⺠ ⼠の出会いと交流 ボランティア活動等の ⺠活動への参画 ⽣きがいづくりを⽀援
市民活動サポート事業

住⺠ ⼠の出会いと交流 。ボランティア活動等の ⺠活動への参画、⽣きがいづくりを⽀援。
交流⼈ の ⼤を り ⺠⼒向上を す。

女性サポート事業
⼥共 参画社会の 進、 防 啓発活動、⼥性や⼦どもの 護を⽬ としたセミ
ーやイ ント開 。

女性サポ ト事業



東⽇本⼤震災によって 災した⼈ に り い、 ⽴化の
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防 に める。被災地復興支援事業

り
住⺠に開 さ たフリ ス ス 誰もが⾃ に い うこと住⺠に開 さ たフリース ース。誰もが⾃ に い、 うこと

のできるフリー ロン。 性に 化したイ ントも企画実施している。

ロ
住宅やみなし 、地域 会 等で年 00 の ロン

を実施。(来年度は 500 を )

りり
地 ⽣活応援センターや社会 議会、NPO団体が連 して
⾏っている住⺠のお 。グリーフ アや 活動の意 合い
を む個 訪問。

ラ
社会 議会の災害ボランティアセンターや NPO団体等への
ボランティア 。

当法⼈主 の りや つき⼤会、地域主 のお り「 よい
さ」やトライアスロン、 りへの ⼒等。」 等

・・・ ・・・
復興 営住宅での交流会やイ ントの開 を

住⺠ ⼠の出会いと交流 ボランティア活動等の ⺠活動への参

6

住⺠ ⼠の出会いと交流 。ボランティア活動等の ⺠活動への参
画、⽣きがいづくりを⽀援。交流⼈ の ⼤を り ⺠⼒向上を す。市民活動サポート事業

の
法 運営NPO法⼈ リアスNPO ートセンターと共 運営するインターネットス ース。 i iフリース ットを し

て若年 や 者向けのアプロー を取り る。 国から へ出向いている復興⽀援者と連 し、 た
な中 ⽀援の 」として活 する。また、地域住⺠への交流イ ントや 提供を⾏う。

的 の
バリアフリー 計した⼀ 部 にある ⽬ ールでは会議やイ ント、ミニ ン ート等、⾃ に地域に開
し、料 教 が開けるように の貸し出しも⾏っている。

インターネット

⽬ ルと
⺠ボランティア

受

⽬ ールと
の貸し出し

住⺠の い



⼥共 参画社会の 進、 防 啓発活動、⼥性や⼦どもの
護を⽬ としたセミ やイ ント開女性サポート事業

7

護を⽬ としたセミ ーやイ ント開 。女性サポ ト事業

z プ
援： ⼿県 域 興局 社会 議会援： 、 ⼿県 域 興局、 社会 議会、

ロータリークラ
z プ

共 ： 、NPO法⼈ と⼦の の け
z 防災

共 ：
z の

主 化と共⽣社会を育む ク ップ主 ： 化と共⽣社会を育む ーク ップ
： ⽇へのかけはし⼥性の会

⼒： リタス 、神⼾まちづくり  わ わ 、
科 復興・防災まちづくりと ンダー 市民力UP！科 復興 防災まちづくりと ンダ

z の
「防災・復興における⼥性の参画とリーダー ップ」
〜第３ 国連防災世界会議に向けての ン ム〜 ラッセ くしま

の
のへの の プ

1 4年2⽉、ア リ で まった「⼥性への ⼒ 」を⽬1 4年2⽉、ア リ で まった「⼥性への ⼒ 」を⽬
とするプロ クト。 では 国 上の国 な

ネット ークになっている。⽇本では11⽉中 に「⼥性に対
する ⼒をなくす運動」が内 によって さ ている。

現在… 復興（災害）公営住宅への移行期

8

現在… 復興（災害）公営住宅への移行期

移行期に予想される課題

ミや 、
ットの問題

山積する諸問題
ットの問題

住⺠ におけない

環境の
変化

住⺠ におけ
る復興 度
の ⼤

ない
合住宅への

変化 の の
に な

度⽬の
ミ ニティのな ・

⽴化問題



長くきびしいプロセス
平成2 年
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長くきびしいプロセス

平成2 年 サロン

サロン
連携

サロン

見守り交流会

安心コム

交流会交流会

「適応」という道にする

平成2 年
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リタス ーム ー へ
i i i

リタス では、地 の 業の復興を
⽀え また ⾷ 化として「 のわか⽀え、また、⾷ 化として「 のわか
め」を 国の さ に っていただきたく、
このたび、 し した「さ りくわか
め」を いたしますめ」を いたします。

リタス 「さ りくわかめ」の 上 は 災
地復興⽀援事業のために さ ます。地復興⽀援事業のために さ ます。


